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完走記録：１８時間５１分１６秒
第１関門：４時間５２分５１秒 第２関門：１０時間１５分１５秒
第３関門：１６時間１７分０３秒

• 日本各地のトレイルランナーが集う夢のレース、ハセツネカップ初挑戦。

春のハセツネ３０ｋでの優先出走権を獲得し、臨んだレース。



春のハセツネ３０Ｋ（４月２日日曜日開催）
コースの法面崩落により１７Ｋに短縮での開催

• このレースで男子１０００位以内に入

れば秋のハセツネカップに優先してエ

ントリーの権利がとれるレース。前日

までの雨による法面崩落により１７ｋ

に短縮してのレース開催となった。１

７ｋになったことにより、より一層の

スピードレースになることが懸念され

たが、気持ちよく走ることが出来、３

００位台でゴールすることが出来た。



• 春のハセツネ３０ｋで優先出走権を獲得し、スムーズ

なエントリーを済ませて、いよいよハセツネカップ当

日。距離は７１．５ｋ。制限時間２４時間以内。ス

タートは午後１時なので、確実に夜間の山岳走行の

レースになるが、もちろん夜間夜通し走るのは初体験。

• 前日は秋川の東横インに前泊し、レース当日は朝余裕

を持って電車で開催会場のあきる野市へ。秋川駅から

武蔵五日市駅まで電車で行き、スタート会場の五日市

中学校まで徒歩で行く。朝８時過ぎには会場に到着。

２０１７年１０月８～９日
第２５回日本山岳耐久レース（ハセツネカップ）



会場到着からスタートまで

• 中学校内の体育館内にコンビニで買った新聞紙を引いて
場所を確保し、座ってくつろぐがスタートまではまだ４
時間以上ある。となりの五日市会館でサロモンなどの
ブース出展を見学し、テーピングを貼ってもらったりし
たが、それでも時間がたっぷりあるので夜間走行を考え、
しばし睡眠。。。スタート２時間前に起きて腹ごしらえ
とザックの中身、装備の確認、コースの確認を何回もし
てみた。特にコースと標高についてはマップに穴が開く
ほど見た。極端な前半上り基調、後半下り基調。前半温
存して後半も動ける体力確保を頭の中でイメージした。
今日は暑い。。。前半は暑さとの闘い、後半は冷えと体
力との闘い、雨は降るんだろうか。夢の舞台への期待と
不安を胸にスタート２０分前にはスタート地点に着いた。



スタート～第１関門

• 午後１時号砲とともに夢の舞台がスタート！

トップ選手は多分３分台/ｋｍで走っているが、

自分はゆっくり目で無理せず、とにかく未知の

７１．５ｋｍのレースだということを意識しな

がら淡々と進み、ロードも終わり、いざ山の中

へ。第１関門の浅間峠は２２．６ｋｍ地点で、

４時間５２分で通過。前半の１/3消化だとして約

１５時間～１６時間でのゴールのペースか。サ

ブ１４を目標にしてきたので少し遅いかな～と

感じながら上り基調を淡々と上る。第１関門手

前でライト点灯。まだ疲れはなく、ザックに用

意したトレイルバターを食べながら進む。



第１関門～第２関門（月夜見第２駐車場）

• 浅間峠から第２関門月夜見第２駐車場まで約２０ｋｍあるが、上り基調
最大の難所、三頭山を控えている。途中西原峠で小林靖さんがボラン
ティアでいてくれて元気をもらえ、三頭山を目指すがこの最後の上りで
かなり脚にきた感じ。夜間走行での上りは上るだけでなく、「視界」と
いうところにも気をつかうので余計疲れる感じがする。しかも三頭山を
越えたあたりて２２時近くになり、少し睡魔も感じ始めた。鞘口峠で小
林恵理子さんがボランティアでいてくれて、また元気をもらえた。

• そして２３時１５分、第２関門月夜見第２駐車場に到着！ここでポカリ
スエット１．５Lをスタッフさんに補給してもらった。ここまで２．２L
の水分を装備して走ってきたが、若干残しでここまでこれた。スタッフ
さんの「行きますか？やめますか？」の声がして近くにいたランナーの
かたがリタイアしていくのが見えた。ここまで来てリタイアは考えられ
ない。体力はかなり消耗し、脚にも来ていて、ここまで１０時間という
ことは１７～８時間はかかるゴールが見えている。でもここまで来たら
意地でもゴールしたい！第２関門を後にして再びコースへ！



第２関門～第３関門

• 月夜見第２駐車場を後にして、夜間走行をひたすらこなす。

折からの雨でぬかるみの場所がかなりあり、シューズも徐々

に重くなる。惣岳山と御前山がここからの踏ん張りどころ。

下り基調とはいえ、しっかり上りもある。９月に林さんご夫

妻たちと試走したコースに入り、試走時の感触を思い出しな

がらひたすら前へ。途中岩場があるところは雨の影響でス

リップしやすく脚のグリップが甘くなり危険なので、ここは

手足を使いゆっくり進む。大ダワを超え、５８ｋｍ地点の第

３関門長尾平に到着。ここまで既に１６時間経過。目標より

大幅に遅れたが、脚はまだ生きている。あと１３ｋｍでゴー

ル。もう夜が明け始めた。日の出山で日の出を見たかったが

仕方ない。あとはひたすら前へ進もう。もう上りはない。あ

とは下るだけだ。



第３関門～ゴール

• 最後の上り、日の出山を越え、金毘羅尾根をひたすら下る。夜が完全に
明けて、ライト消灯。電池は月夜見駐車場で１回交換しただけで済んだ。
ここからは距離的に未知の世界、６０ｋｍを過ぎ、さすがに脚も限界に
きている。しかし脚が攣ったり痙攣したりすることはなく、途中歩きも
いれながら確実に前に進む。そして試走の時に林大介さんが言っていた
「左手にフェンスが見えたらあと５ｋｍ」のフェンスが見えた。下山し
てロードに入り、スタッフの方、地元の住民の方が「あと少し、ナイス
ラン！」と応援してくれている。山の中では応援もなく、暗闇の中をひ
たすら進む孤独感と闘いながらようやく見えたゴール。極限の疲れが来
ているはずなのに、自然と顔がほころぶ。ゴールの五日市会館が見えた。
夢の舞台のゴール！もうなんでもいい。とにかく、やった！

• とにかくこのレースは「山岳耐久」のレースであることを認識して挑ま
ないといけない。距離もそうだが、視界、天候、食糧、水分、防寒…す
べてにおいて自分で判断しなければならないレース。耐久力、判断力、
体力、どれが欠けてもゴール出来ないレース。自分試しには持って来い
のレースかもしれない。来年以降また挑戦したい。


